
東福保育園 3歳児

年間テーマ

探求テーマ　　 2024年 1月 17日（金）

子どもの姿

「問い」を考える

活動をデザインする

環境をデザインする

小グループを構成する

振り返り

・どんぐり公園で霜柱を見つけると踏んだり触ってみたり

と冬の自然に興味を持っている。

・戸外遊びの時には「寒い！」「動いたら暖かくなる

よ！」と冬の気候に関することを子どもが話す姿がある。

氷を見つけた子どもたち。

Aくん：氷が気になってすぐに触る。

Bくん：持たずに指一本でなでるように触る。（別の場所に

移動する）

Cくん：（友だちが触っているのを見ている。)保育士が

「触っていいよ」伝えると、恐る恐る触るがすぐに手を離

して「冷たい…」

Bくん：（氷の所に戻って来る）「まだ溶けてない？」

　　　　（今度は氷を持ってみる）「冷た！」

氷をいろいろなものに見立て始める。

Bくん：（氷を見つめながら）なんか形がお魚みたい。

Aくん：（幼虫みたいな形の氷を見つける）幼虫がいた！

Bくん：これはバンバン（ピストル）みたい。

Dくん：これは新幹線がビュンビュンて早く走ってるみた

い。

氷が透けて見えることに気がつく

Aくん：見てこれ！見える？（氷を持って中を覗くと透けて

見えることに気づき、保育士に嬉しそうに教える）

Bくん：（一緒に氷を覗いてみる）

Aくん：（嬉しそうに何度も保育士のことを氷から覗いて見

る）

・氷を見つけたり、触れた時にどのような反応をするか。

・冬の自然物に興味を持ってほしい。

・溶ける、透けているなど氷の性質に気づいたり、実際に

触って体験する。

・園庭で行う。

・少人数で行う。

・氷を見やすい位置(机の上やテラスなど）に氷をおいてよ

く見えるようにする。

・興味のある子が参加するようにする。

・今回は、年長児が作った氷を見てすぐに興味を持って集

まる。その中でも、すぐに触れてみたい子、保育士の声か

けから恐る恐る触る子とそれぞれいた。

・子どもたちが触っていると割れたりしたが、割れた形を

見て何かに見立てて嬉しそうに保育士に教えてくれたり

と、子どもの発見や声を聞くことができた。

・氷が透けて見えることに気がついて話題になったが、溶

けることは気づいて言う子もいたがあまり興味は示さな

かった。

・子どもたちが氷を興味を持って見たり触っていたので、

次回は自分たちで氷を作って、その時にはまた違った反応

があるか見てみたいと思った。

四季を通じて身近な自然に触れ、様々な遊びにつなげていく

氷に触ってみよう

子どもの言葉・姿 写真


